




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　 　　　　　 　　 　昭41．10
一 28一
国立国語研究所設置法（抄）
　　（昭和23年12月20日　法律第254号）
改正　（昭和24年5月31日　法律第146号）
改正　（昭和43年6月15日　法律第99号）
　（目的及び設置）
第1条　国語及び国民の言語生活に関する科学的調査研究を行い，あわせて国
　語の合理化の確実な基礎を築くために，国立国語研究所（以下「研究所」と
　いう。）を設置する。
2研究所は，文化庁長官の所轄とする。文化庁長官は，人事及び予算に関す
　る事項に係るものを除くほか，研究所の監督をしてはならない。
　（事業）
第2条　研究所は，次の調査研究を行う。
　1　現代の言語生活及び言語文化に関する調査研究
　2　国語の歴史的発達に関する調査研究
　3　国語教育の目的，方法及び結果に関する調査研究
　4　新聞における言語，放送における言語等，同時に多人数が対象となる言、
　　語に関する調査研究
2　研究所は，前項の調査研究に基き，次の事業を行う。
　1　国語政策の立案上参考となる資料の作成
　2　国語研究資料の集成，保存及びその公表
　3　現代語辞典，方言辞典，歴史的国語辞典その他研究成果の編集及び刊行
　（所長）
第4条　研究所に所長を置く。
2所長は，文化庁長官の申出により，文部大臣が命ずる。
　　　　　　　　　　　　略
　　（評議員会）
　　　　　　　　　　　　　　　　－29一
第6条　研究所に評議員会を置く。
2　評議員会は，研究所の毎年の事業計画，調査研究の委託その他重要事項に
　ついて審議し所長に助言する。
3所長は，前項の重要事項については，評議員会の助言を求めなければなら
　ない。
　（評議員）
第7条　評議員会は，20人の評議員で組織する。
　　　　　　　　　　　　略
　（研究所の運営）
第10条　研究所の部課等の編成，職員の選出及び配置その他研究所の運営につ
　いて必要な事項は，所長が定める。
一 30一
担当地域
北海道1
北海道2
青　　　森
岩　手　1
岩　手　2
秋　　　田
宮城・山形
福　　　島
茨城・千葉
栃　　　木
群馬・埼玉
東京1・神
奈川
東　示
新
石
富
福
山
長
岐
静
愛
滋
2
潟
川
山
井
梨
野
阜
岡
知
賀
昭和44年度国立国語研究所地方研究員名簿
　氏　　　名
石　垣　福　雄
佐　藤　　　誠
松本　　宙
坂　口　　　忠
佐　藤　　　亨
北　条　忠　雄
加　藤　正　信
渡　辺　義　夫
野　林　正　路
多々良鎮男
外　山　映　次
後　藤　和　彦
大　島　一　郎
剣持隼一郎
岩　井　隆　盛
川本栄一郎
佐　藤　　　茂
清　水　茂　夫
馬　瀬　良　雄
谷　開　石　雄
日　野　資　純
山　田　達　也
奥　村　三　雄
　　　勤　　務　　先
札幌市立東栄中学校く校長〉
札幌大学外国語学部く教授〉
弘前学院短期大学く助教授〉
宮古市教育委員会く指導主事〉
岩手県立一関第一高等学校く教諭〉
秋田大学教育学部く教授〉
東北大学文学部く助教授〉
福島大学教育学部く講師〉
法政大学教養部く講師〉
宇都宮大学教育学部く教授〉
埼玉大学教育学部く助教授〉
フェリス女学院大学く助教授〉
東京都立大学人文学部く助教授〉
新潟県立柏崎高等学校く教諭〉
金沢大学法文学部く教授〉
金沢大学教育学部く講師〉
福井大学教育学部く教授〉
山梨大学教育学部く教授〉
信州大学人文学部く助教授〉
岐阜県立岐阜北高等学校く教諭〉
静岡大学人文学部く助教授〉
名古屋市立大学教養部く助教授〉
九州大学文学部く助教授〉
－ 1一
京大
兵
奈
和
鳥
島
岡
広
山
庫
歌
香川・徳島
・ 兵庫2
愛
高
福
佐
長
熊
大
宮
鹿
沖
沖
沖
沖
沖
児
縄
縄
縄
縄
縄
都　　遠　藤　邦　基
阪　　土　部　　　弘
1　　和　田　　　実
良　　西　宮　一　民
山　　村　内　英　一
取　　鏡　味　明　克
根　　広　戸　　　惇
山　虫明吉治郎
島　　近　藤　四　郎
口　　佐　藤　虎　男
　　　加　藤　信　昭
媛　　杉　山　正　世
知　　土　居　重　俊
岡　　岡　野　信　子
賀　　神　部　宏　泰
崎 ぼ㌫郎康：
本　　秋　山　正　次
分　　糸　井　寛　一
崎　　岩　本　　　実
島　　上　村　孝　二
1　仲宗根政善
2　　外　間　守　善
3　　大　城　　　健
4　　比　嘉　成　子
5　加治工真市
光華女子大学〈講師〉
大阪教育大学教育学部く助教授〉
神戸大学教養部く助教授〉
皇学館大学〈教授〉
和歌山大学教育学部く教授〉
岡山大学教育学部〈講師〉
島根大学文理学部〈教授〉
岡山県立操山高等学校く教諭〉
広島県立呉宮原高等学校く教諭〉
呉工業高等専門学校く助教授〉
徳島大学教育学部〈助教授〉
新田高等学校〈教諭〉
高知大学教育学部く教授〉
梅光女学院短期大学く講師〉
熊本女子大学く助教授〉
長崎大学教育学部く教授〉
長崎大学教育学部く助教授〉
熊本大学教育学部〈助教授〉
大分大学教育学部く教授〉
宮崎大学教育学部く教授〉
鹿児島大学法文学部く教授〉
琉球大学法文学部く教授〉
法政大学文学部く教授〉
琉球大学法文学部く助教授〉
沖縄工業高等学校く教諭〉
琉球政府立浦添高等学校く教諭〉
－ 2一
書　庫 図書館 電子計算機室
国立国語研究所建物平面図
用務員
宿直室
浴室
鏡傷室
讃テL印字
　第二室
庶務部長室
会計課
庶務課
フしキソ室
漬テレEP＃
　第一室
録音室
実
験
室
宿直室
飾
　　　　飾
国語教剤評究室（教育）
　　　一話
用獺　　交挟室
てあらい 食堂 国語教育研腔（発蓬）
小会議室
大会議室
第＝特別
　石形ξ室
第一特別
　石h究室
第四研究
　部長室
カード室
第＝石形部長室
　　　　　　　1
第」謝蹴室 言語効果研究室 第三責料研究室
印刷室
倉　　庫
車 庫
L2＿＿呈＿旦
案　　内　」叉
＼
野
●
0都営地下鉄………
…巣鴨駅→板橋本町駅←志村駅
　　　　　下車徒歩約10分
O国　　電・・…・……
…池袋駅→十　条　1駅←赤羽駅
　　　　　下車徒歩約20分
◎バ　　ス’一・
　○池袋駅東ロ（三越ウラ）蓮根町・浦和駅・赤羽駅西ロ行き済水町下車
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徒歩約5分
　Ω遡酉旦＿　　　　　池袋駅東ロ行き済水町下車
　　　　　　　　　　　　　　　　徒歩約5分
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